
2023年度
Safe Kids Japan

活 動 概 要

1



2

⼩学⽣向け安全授業の実施

⾹川県善通寺市内のすべての⼩学校5年⽣を対象に実施してきた安全授業。傷害予防の考え⽅を学ん
だ児童が、⾃⾝の学校の「あぶない︕」を探して撮影、どうすれば⼤きなケガをしない環境にできるかを考え、
発表する。2023年度は、市⽴⻯川⼩学校と中央⼩学校で安全授業を実施した。
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資料の作成

滋賀県から委託を受け、保育⼠や幼稚園教諭等を対象としたハンドブックを作成
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⼩学⽣対象「アイデアコンテスト」の実施

「こども⾃⾝が、⾃分たちの危険や安全に
ついて考えるきっかけとする」、そして「おと
なが、こどもの視点を垣間⾒ることで、製
品開発を含む、より安全な環境作りにつ
なげる」ことを⽬的に実施した⼩学⽣対
象の「アイデアコンテスト」。

⽇本全国、そして海外に住む⼩学1年⽣
〜6年⽣の児童から14の作品が送られて
きた。

いずれも、こどものケガを減らすための基本
的な考え⽅である「変えられるものを⾒つ
け、変えられるものを変える」ことを具体化
するアイデアばかりであった。



5

⼩学⽣対象「アイデアコンテスト」の実施

授賞式

https://safekidsjapan.org/project/contest20240128/
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シンポジウムの運営 その１

⽇本学術会議が主催するシンポジウムを運営。
事故による⼦どもの傷害は多発しており、傷害
データを活⽤し、⼦どもの傷害の数を減少させる
仕組みの構築が急務となっている。

⽇本学術会議 第25期⼦どもの成育環境分科
会では、⾒解（案）「こどもの傷害を減らすための
データ収集および利活⽤の促進」を取りまとめた。

このシンポジウムでは、⾒解で⽰した⽬指すべき社
会像と、その社会像の実現に向けて動き出してい
る新たな取り組みを紹介する。

本シンポジウム後、⾒解案は2023年9⽉28⽇に
⽇本学術会議の正式な「⾒解」として公開され
た。

⾒解 こどもの傷害を減らすためのデータ収集および利活⽤の促進

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-25-k230926-21.pdf
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シンポジウムの運営 その２

主に学校管理下で起こるスポーツ関連の重
⼤事故を減らすことを⽬的に開催してきた
「これで防げる︕学校・体育スポーツ事故」
シンポジウム。7回⽬の開催となった今回は、
過去に検討したテーマのうち4つを取り上げ、
各回で発表した提⾔の効果検証を⾏った
上で、今後の⽅向性を探る内容となった。
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書籍の発⾏

2017年度から⾏ってきた学校体育・スポー
ツ事故に関する調査・研究・検討の集⼤成
として、書籍を発⾏。シンポジウムで取り上
げたテーマをはじめ、学校管理下で起きてい
る重⼤事故について、データに基づいた科学
的な再発予防策を提⽰した。
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シンポジウムへの協⼒

東京都では令和5年度から、⼦供の笑顔あふ
れる社会の実現に向け、「チルドレンファースト」
の理念のもと、⼦供の傷害データを活⽤し、 科
学的な⼿法に基づいて効果的な事故予防策
の開発と普及を⽬指す事業（東京都セーフ
ティ・レビュー事業 （基礎研究事業））が始
まっている。

本シンポジウムは、東京都セーフティ・レビューが
⽬指す傷害予防の姿、データ分析から⾒えてき
た新たな課題、傷害予防に関する最新の世界
動向、アカデミアから⾒た事業の位置づけ等に
関する情報共有を⽬的として開催される。
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Yahoo!ニュース（エキスパート）

⼭中理事⻑のYahoo!ニュース（エキスパート）

https://news.yahoo.co.jp/expert/authors/yamanakatatsuhiro?page=1
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「こどものケガを減らすために
みんなをつなぐプラットフォーム Safe Kids」の運営

2023年2⽉に公開したプラット
フォームの運営を⾏った。このプ
ラットフォームに消費者の声を寄
せてもらい、それを企業や⾏政
に伝えて、こどもを取り巻く製品
や環境を変えることでこどものケ
ガを減らすということを実践してい
る。

こどものケガを減らすためにみんなをつなぐプラットフォーム Safe Kids

https://www.safekidsninja.com/
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「こどものケガを減らすために
みんなをつなぐプラットフォーム Safe Kids」の運営

「こどもを育てている⽅」からの投稿 抱っこひもに関する質問が寄せられたことを受けて、
「抱っこひも安全協議会」メンバーが、抱っこひもの
「選び⽅」や「使い⽅」をレクチャー。保育園に向かう途中の歩道にある看板。

こどもの顔の⾼さに⾓がある。

「企業・団体」からの投稿
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「こどものケガを減らすために
みんなをつなぐプラットフォーム Safe Kids」の運営

プラットフォームと連動して展開し
ているInstagram。

Safe Kids の Instagram

https://www.instagram.com/safe_kids_ninja/
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調査・分析

転落現場の調査
（東京都⼦供政策連携室）

補助錠の評価実験ー補助錠の取り付け・取り外し実験
（消費者安全調査委員会）
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国際連携活動

PREVCON2023
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国内連携活動
ハンドブック作成のための

こどもを対象としたヒアリング
（東京都⼦供政策連携室）

「かかりつけエンジニア」事業への協⼒
（⽇本技術⼠会登録 ⼦どもの安全研究グループ）

NHKスペシャル「いのちを守る学校に 調査報告”学校事故”」⼦供の事故予防ハンドブック

https://www.nhk.jp/p/special/ts/2NY2QQLPM3/blog/bl/pneAjJR3gn/bp/pMO4E77Ewz/
https://kodomosafetypj.metro.tokyo.lg.jp/about/redesign/
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取材対応

総件数 79件
主なもの
・5⽉ 久喜市保育園遊具ロープ絡まり事故 5件
・9⽉ 岡⼭県津⼭市 保育園預け忘れ⾞内置き去り２歳児死亡 6件
・2⽉ 給⾷のうずら卵窒息⼩１死亡事故 11件
・転落事故関係の取材依頼 11件
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取材対応
2⽉ 給⾷のうずら卵窒息⼩１死亡事故 11件
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要望書の提出
（⼦どもの事故予防地⽅議員連盟と連名で）

⻭の⽣え変わり期の咀嚼・嚥下
医学的な調査・研究

↓
⾷材や調理法の検討・公表
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「聞かせてください」
投稿総数 13件

投稿内容を事業者や⾃治体所管課へつなぎ、改善につながったもの 3件

• 幼稚園で窒息の危険性のある給⾷の⾷材（ミニトマト、枝⾖、カップゼ
リー）をメニューから外したとの報告

• 公園内に設置されたエア遊具で熱傷 公園の所管課より謝罪と改善の報告

• 室内プールの床で⾜裏熱傷 事業者より素材を変更すると報告
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「聞かせてください」

投稿内容を事業者につないだが、改善につながっていない重⼤事案

1歳7ヶ⽉の男児が⼀⼈で除湿剤で遊んでいた。⺟親が気付いたとき、蓋が剥がれ
て、男児のズボンが濡れていた。ズボンを脱がせてみると、両側⼤腿内側と下腿が
広範囲で発⾚していた。⼩児科を受診したところ、同部位の熱感を指摘された。除
湿剤の成分である塩化Caが⽔分に溶解したものが⽪膚に炎症を起こしたことが推測
された。

製品のHPを⾒ると、溜まった⽔を容易に捨てられるように「⽔捨てシール」とい
うものが作られている。こどもでも簡単に蓋を剥がせてしまうと、今回のように溶
液を⾝体にかぶってしまう恐れがあるだけでなく、飲んでしまう恐れすらあると考
える。その場合、消化管穿孔などのリスクもある。

こどもでは⽔が捨てられないような構造上の⼯夫が必要であると考える。
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収⼊（14,114,122円）の内訳

2% 8%
0%4%

26%

35%

18%

7%

正会員受取会費
賛助会員受取会費
学⽣会員受取会費
受取寄附⾦
啓発事業収益
調査・分析事業収益
受託事業収益
その他の収益
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⽀出︓事業費（4,335,022円）の内訳

0%

69%

7%

4%

5%
4%
2%

8% 0%0%1%0% 会議費
外注費
業務委託費
旅費交通費
交際費
通信運搬費
印刷製本費
消耗品費
諸会費
新聞図書費
⽀払⼿数料
租税公課
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4%

59%

1%0%

23%

2%0%
10%

0%0%1%0%
役員報酬
給料⼿当
法定福利費

消耗品費
⽀払⼿数料
⽔道光熱費
地代家賃
減価償却費
保険料
租税公課
会議費
通信運搬費

⽀出︓管理費（2,732,592円）の内訳
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2024年度 理事・監事

理事⻑ ⼭中 ⿓宏

理 事 賀藤 均、奥⼭ 真紀⼦、藤原 武男
⻄⽥ 佳史、本村 陽⼀、北村 光司、⼤野 美喜⼦

監 事 森⼭ 哲
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2023年度
賛助会員、プロジェクト・パートナー、応援企業




